
不調 児童
保健室来室
（養護教諭）

視診 問診
検温内科的な

症状への対応

授 業

・体温３７．０℃未満（目安）
・特に症状がないもの

・経過観察が必要なもの
・少し休めばよくなると思わ
れるもの

・体温３７．５℃以上（目安）
・同一症状で２回以上来室したもの
・早急に受診の必要があるもの

保健室 早 退 医療機関

重い症状恵敏

保護者へ連絡

保護者へ連絡

保護者同伴または直行

（教職員の付添搬送）

負傷 児童
保健室来室
（養護教諭）

視診 問診
応急手当事故・けが

への対応

授 業

・特に異常が認められないもの ・軽傷（症）等 ・重傷（症）等

保健室 早 退 医療機関

保護者へ連絡

保護者へ連絡

保護者同伴または直行

教職員の付添搬送

保護者へ連絡 ①自宅 ②携帯電話 ③勤め先 ④その他緊急連絡先 にて必ず相手に直接伝えること。

保護者へ直接連絡がとれるまでは、一人で下校させず、学校にて児童を保護すること。

緊急を要する場合は、すぐに管理職に報告し救急車を要請する。生命維持を最優先すること。

確実に伝えること ①発生の原因 ②病気・けが等の状況 ③学校の措置

保護者へ連絡 ①自宅 ②携帯電話 ③勤め先 ④その他緊急連絡先 にて必ず相手に直接伝えること。

軽微な症状

（下校時、不調の児童は保護者に連絡すること。必要に応じて付き添うこと。）

必要により救急車要請

校内での病気・けが発生時の対応

・体温は個人差があるので、
多面的に判断すること。

※首から上のけがは保護者へ連絡を行う。


